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健康的な暮らしをはじめとする
より良い未来社会への貢献のために

確かなエビデンスに基づく〝暮らし〟の最適化
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Optimal Health Total Approach LLC.



所属学会
日本薬学会　
　　（平成９年度学会賞選考委員、平成１１、１２年度代議員、
　　　平成１７－１９年度　学会誌編集委員）
日本生薬学会
　　（平成９年度－平成１２年度　評議員、平成１３年度
　　 年会会長、平成１３年度－平成２０年度幹事）
日本化学会
アメリカ化学会、
日本補完代替医療学会（平成２０年度－現在、理事）

日本菌学会（終身会員）
NPO北陸ライフケアクラスター（平成１４－現在、理事長）

主な経歴
1994年度 ‒ 1996年度 : 東北大学, 薬学部, 助教授
1997年度 ‒ 2012年度 : 金沢大学, 薬学部, 教授
2012年度～ 2016年度 : 金沢大学大学院特任教授
2012年度～ 現在　　 : 金沢大学大学名誉教授
                                          学際科学実験センター　客員教授
2018年度～  OHTA.LLC  太田富久研究所 所長

主な研究経歴
・ 生理活性天然物の単離および構造解析に関する研究.
・ 代謝酵素制御物質の天然物化学的研究.
・ 抗ストレス科学の評価系を用いる機能性物質の探索.

特　許
・ スイゼンジナ（金時草）を用いた血糖降下剤
・ イチゴ由来の薬物代謝酵素阻害剤及びその製造法
・ ハトムギの茎葉を用いた食品及び医薬組成物 
　腫瘍又はヒト乳頭腫ウイルス性疾患の予防剤又は治療剤
・その他 40件～

金沢大学 名誉教授 薬学博士　
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OHTA

太田富久 永年の研究や知的財産を

より正しく、より速く社会生活に役立てるため、

また、未来に向けて継続的に研究活動を維持する

ために合同会社での法人を組織しました。

太田富久研究所でしか出来ない3つの価値の提供
（原料の栽培技術、抽出製造技術、評価エビデンス技術を商品に入れ込む）

薬学的観点からのセルフメディケーション（自己治療・自主服薬）をはじめ、さまざまな

〝食財〟によるヘルスケア（健康維持、増進、管理・疾病予防）の推進や機能性食材開発、

さらには美容、住環境分野など確かなエビデンスのもとに、オプティマルヘルスの成果を活用

し次代に対応した幅広い社会貢献のシステム構築に取り組みます。

太田富久研究所

  本社研究所 /研究所
   〒921-8836 石川県野々市市末松三丁目 570 番　いしかわ大学連携インキュベーター 309 号
　　http://www.ohtalab.com      mail  saigou@ohtalab.com TEL/FAX 076-204-9885
　〒924 石川県金沢市角間町　金沢大学学際科学実験センター　

Optimal Health Total Approach LLC.



研究成果・知財をより有効活用するために
原料から商品になるまでの科学的ストーリーを商品に付加

天然食物素材 成分・化学反応・抽出 作用・効果・エビデンス
ハトムギ
菌類子実体
金時草　　　霊 芝
カワリハラタケ
エノキダケ　マイタケ
野 草　果 実  イチゴ

プロアントシアニジン
βグルカン 高分子多糖類
ポリフェノール
酵素　発酵　ろ過
抽出   触媒　高濃度化

抗腫瘍
抗 菌
抗 炎
抗肥満
抗アレルギー　浄 化

免 疫
ダイエット
美肌・美白
消 臭

乳酸菌
米 麹

・・・ 他

・・・ 他

・・・ 他

原料から商品までのストーリーに真似のできないノウハウを商品に入れ込む
素材の機能性を科学的に分析し、その栽培製造方法を知財化　原料製造の低コスト化
豊富な人脈　医学系・看護系大学及び病院・クリニックと連携した評価ノウハウ

真似のできない製造ノウハウ

真似のできない
長年の研究で得た人脈、産学連携
含めた評価ノウハウ真似のできない栽培ノウハウ

原料の栽培方法、菌糸培地
の工夫

マウス実験、臨床試験、大学医学部連携
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健康の質を高めるために

すべての商品に買いたくなるストーリー

商品化・産業化
開発ストーリー
顔が見える商品

一般食品

繊維製品

水質浄化

スポーツ系
ニュートリション

健康食品

化粧品

サプリメント

研究成果の知財化

知財の管理

知財使用の承諾

ブランディング
コンサルティング

商品に太田名誉教授の
開発ストーリーコメント原料から商品まで　商品に独自の科学的ストーリー付け

なぜこの商品なのか・・・・商品が自ら語る顔を与えます。

社会貢献
＝


